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特集 郷土芸能という名の伝統
春の訪れとともに、市内各地で始まる郷土芸能。
郷土芸能は地域の繁栄や五穀豊穣などを祈る行事で、古くから各地で行われてきました。
地域に脈々と伝わる郷土芸能はこのまちの魅力の一つですが、

「知る人ぞ知る」行事になっているのも事実。
今回の特集では 3～ 4月に市内で行われる、 8つの郷土芸能と、

その保存会の活動を紹介します。
ぜひ一度、会場を訪れ、郷土芸能を見てみてはいかがですか。

写真 三本木の獅子舞
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郷
土
芸
能
と
は

郷
土
芸
能
と
は
、
広
辞
苑
に
よ
れ
ば
、

「
各
地
の
民
間
に
伝
承
さ
れ
、
祭
礼
な
ど

の
際
に
、
地
元
の
人
々
に
よ
っ
て
演
じ
ら

れ
る
芸
能
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
は
、
信
仰
や

農
業
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
で
す
。
か
つ

て
郷
土
芸
能
は
豊
作
を
祈
願
す
る
神
事
と

し
て
の
役
割
の
ほ
か
、
娯
楽
や
そ
の
地
域

社
会
を
維
持
す
る
と
い
っ
た
役
割
を
担
っ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
農
業
人
口
の
減
少
や
都
市
へ

の
人
口
流
出
な
ど
に
よ
り
、
演
じ
る
後
継

者
が
不
足
し
、
そ
の
土
地
に
伝
わ
っ
て
き

た
郷
土
芸
能
が
廃
絶
す
る
と
い
っ
た
こ
と

も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

那
須
塩
原
市
の
郷
土
芸
能

那
須
塩
原
市
に
は
現
在
３３
の
郷
土
芸
能

が
存
在
し
、
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
保
存
会
が

立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
（
保
存
会
の
一
覧

は
９
ペ
ー
ジ
）。
そ
の
郷
土
芸
能
の
う
ち
、

歴
史
上
、
学
術
上
価
値
が
高
い
も
の
を
国
、

県
、
市
な
ど
が
「
無
形
民
俗
文
化
財
」
と

し
て
保
護
し
て
い
ま
す
。

無
形
民
俗
文
化
財
と
は
風
俗
習
慣
（
正

月
行
事
・
盆
行
事
な
ど
）・
民
俗
芸
能（
神

楽
・
田
楽
・
獅
子
舞
な
ど
）・
民
俗
技
術
な

ど
、
人
々
が
日
常
生
活
の
中
で
生
み
出
し
、

継
承
し
て
き
た
も
の
で
す
。

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
も
の
が
百
村
の
百
堂
念
仏
舞
。
県

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

も
の
が
塩
原
平
家
獅
子
舞
、
関
谷
の
城
鍬

舞
、
上
大
貫
の
城
鍬
舞
。
ま
た
市
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が

１２
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
郷
土
芸
能
は
、
３
〜
１１
月
に

か
け
て
地
域
の
神
社
や
公
民
館
な
ど
で
奉

納
（
披
露
）
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
市
内
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
次

の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
３
〜
４
月
に
行
わ
れ
る

郷
土
芸
能
の
日
程
と
、
そ
の
見
所
を
紹
介

し
ま
す
。

各
地
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
を
一
度
ご
覧

に
な
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

栃木県内の民俗や郷土芸能を調査・研究している

那須地域の郷土芸能の
特徴は獅子舞が多く残
っていることです。そ
れはこの地域が肥沃な
土地でなかったことが
理由として上げられま
す。獅子は畑を荒らす
悪者の象徴とされてき
ました。ではなぜ悪さ
をする獅子を祭るのか。

それは悪者を鎮め、その力を良
い方向に生かすことでさらにそ
の土地が豊かになると考えられ
たからです。またこの地域の獅
子舞では、 3匹の獅子が舞い、
そのうちの 1頭はメスが舞いま
す。 2頭のオスがメスを奪いあ
い、そしてメスとオスが仲良く
なることにより、子宝に恵まれ、
さらに地域が繁栄すると考えら
れていました。
郷土芸能の披露（奉納）は地
域のお祭りです。お祭りは地域
をまとめ、つなげる力があると
思います。ライフスタイルの変
化や、後継者不足など郷土芸能
を受け継いでいる保存会の皆さ
んは大変だと思いますが私はこ
うしたすばらしい郷土芸能を記
録として残していきたいと思い
ます。

郷
土
芸
能
に
は
時
代
を
超
え
た
魅
力
が
あ
る
。

大
勢
の
人
が
鮮
や
か
な
衣
装
を
着
て
参
加
す

る
百
村
の
百
堂
念
仏
舞

ささら（道化）が登場すると会場が笑いに
包まれます（木綿畑本田の獅子舞）。

高林の獅子舞は道路を練り歩いたあと、
高林神社で奉納を行います。

那須文化研究会
木村 康夫会長

平成23年 3月 5日号３
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市指定無形民俗文化財

にしとみやま し し まい

西富山の獅子舞

なるかみ

西富山の獅子舞は元禄 3年（1690）に雷神
社を創建し、同 8年（1695）に獅子舞が奉納
されるようになったと伝えられています。こ
の舞は宇都宮より伝授された「関白天一社佐々
良流」と呼ばれています。当時は西富山、高
柳、南郷屋の 3か村で奉納したと言われ、大
田原藩主も参詣するのが常であったと言われ
ています。
ところが日露戦争（1904～1905）のころか
ら断続的になり、大正末ごろには行われなく
なったと言われています。昭和62年度に旧西
那須野町教育委員会が復活計画を作成。太鼓
などを揃え、雷神社の氏子を中心に、20人程
度で西富山獅子舞保存会が結成されました。
そして平成 2年に80年ぶりに復活し、現在に
至っています。

市指定無形民俗文化財

さんぼん ぎ し し まい

三本木の獅子舞

三本木の獅子舞は疫病退散を祈願するため、
毎年 3月下旬に三本木延命地蔵尊に奉納して
いる舞です。この地蔵尊には「享保2年」（1717）
の年号と 3頭の獅子頭が刻まれた版木がある
ことから、江戸時代（享保年間）には獅子舞
が行われていたものと考えられています。
一時、この獅子舞が中断しているとき、三
本木地区も隣村とともに悪質な伝染病に襲わ
れ、隣村は廃絶となってしまいます。占いに
より獅子舞中断のたたりであることを知り、
お ころかわ ふ ばさみ

小来川村（現日光市）獅子舞文挟流を受けて
復活し、現在に至っていると言われています。
集落73戸が 4戸ずつ輪番で世話役に当たっ
ています。唄の係がなく、獅子が唄いながら
舞うという他にあまり例をみない獅子舞です。

春の郷土芸能の日程と
その見所を一挙公開①

開催場所
なるかみ

雷神社
（西富山12）

3/13
�

開催場所
三本木地蔵尊
（三本木285-2）

3/27
�

４平成23年 3月 5日号
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市指定無形民俗文化財

き わたはたしんでん

木綿畑新田の
だいだい か ぐら

太々神楽

木綿畑新田の太々神楽は大正天皇の即位を
き ばた

記念して、大正 4年（1915）、矢板市の木幡神
社に古くから伝わるものを伝授され、始めら
れたものです。この地域に住んでいた故熊久
保常吉氏が発起人とされています。
当時の青年たちは40日間、毎日冷水で身を
清め、練習に励んで習得したと言われていま
す。毎年稲荷神社の春の例祭日である旧暦の
2月初午の日に奉納されてきましたが、現在
は毎年 4月の第 1日曜に奉納されています。
また矢板市の木幡神社からは当初楽屋の笛、
大太鼓、小太鼓にあわせる「12舞」を受けま
したが、現在では「湯立の舞」を略して「11
舞」となっています。
正午からは祭礼が行われ、神楽舞の前に神々

しんせんぶつ

に酒食を供える儀式として「神饌物」があり
ます。

市指定無形民俗文化財

あなざわ し し まい

穴沢の獅子舞

穴沢の獅子舞は関白流の流れをくみ、百村
の獅子舞（現在は廃絶）から江戸時代末期に
派生したものと言われています。
この獅子舞は百村にある子安地蔵尊境内に
て、毎年 4月の第 2日曜に奉納されています。
牡獅子頭 2頭、牝獅子 1頭が笛の音に合わせ
て、安産祈願、家内安全、五穀豊穣などを祈
願し、正午から２回舞を行います。
この獅子舞では、牝獅子をめぐる恋の三角
関係が展開され、牝獅子は舞の途中で行方不
明になります。また舞の途中に 3人の面をか
ぶった野良着姿の「ささら」が男根の形をし
た棒を竹のささらで叩きながら突然現れ、祭
りに賑わいを与えます。
1回めと２回めの舞の間には、もちのせり

売りのほか、お菓子がまかれるなど、お祭り
に楽しみが加わります。

※各会場とも駐車場の数が限られます。
車で訪れる際には通行の妨げにならないよう駐車してください。

開催場所
稲荷神社
（木綿畑1982）

4/3
�

開催場所
穴沢子安地蔵尊
（百村1485）

4/10
�

平成23年 3月 5日号５
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市指定無形民俗文化財

たかばやし し し まい

高林の獅子舞

高林の獅子舞は関白流の流れをくみ、藤田
ほうそう

実氏神疱瘡神社奉納（旧暦 3月15日）の舞と
して始められたと伝えられていますが、由来
は明らかではありません。かつて宿は神社木
戸より下手の家と定められ、藤田家一門のう
ち下手 3軒の交替当番で継承されました。
なお舞妓が新手に変わった年には、神社奉
納翌日高林寺に舞を奉納し、さらに区長宅で
上演する風習がありました。
大正14年（1925）疱瘡神社が高林神社に合
社されてから、神社奉納舞は高林神社（ 4月
20日）へ移り、当番宿は全戸が当たったが、
戦後は集会所が常宿となっている。現在は 4
月の第 3日曜に奉納されています。
奉納舞にあたっては先輩からの伝承を受け
継ぎ、会得した者だけ、奉納舞の晴れの舞台
を迎えられることになります。

市指定無形民俗文化財

き わたはたほんでん

木綿畑本田の
し し まい

獅子舞
ふばさみ

木綿畑本田の獅子舞は文挟流の流れをくん
でいますが、由来などは明らかになっていま
せん。文書資料では江戸時代の文化2年（1805）
の記録が現存最古のものです。
舞の奉納は江戸時代中期ごろから木綿畑本
田・新田の両集落によって行われてきました
が、大正 4年（1915）新田が太々神楽を稲荷
神社に奉納するようになったので、分離しま
した。獅子舞は 3庭あり、舞はほとんど同じ

やっこ

ですが、奴の口上が変わります。以前は舞子
は 2～ 3組の少年たちで編成し、小学校低学
年から10年務めて更新していましたが、現在
は青年たちが 1組程度で、 5年を目安に更新
して演じています。
かつては「暴れ獅子」として近隣に知られ
ていて、舞が大きいのが特徴とされています。

春の郷土芸能の日程と
その見所を一挙公開②

開催場所
高林神社
（高林540）

4/17
�

開催場所
らい

雷神社
（木綿畑446）

4/24
�

６平成23年 3月 5日号
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国選択無形民俗文化財

も むら

百村の
ひゃくどうねんぶつまい

百堂念仏舞

百村の百堂念仏舞は農耕儀礼的なものとし
て行われてきたもので、かつては旧暦 7月15
日に村はずれや集落の十字路、地元光徳寺の
境内などで行われていました。
しかし大正 2年（1913）上演後は一時、中
断してしまいました。その後関係者の努力に
より、昭和34年（1959）から翌年にかけ復活。
現在は毎年 4月29日に行われています。光徳
寺を出発し、笛の音にあわせて念仏を唱えな

あたご

がら、愛宕神社まで来ると、体形（型）を整
え踊りに入ります。念仏と笛の音を伴奏に、
鮮やかな衣装をまとって踊ります。
踊りの起源は、使用している鐘に「延享 3
年正月吉日」（延享 3年は1746年）の文字が残
されていることから、江戸時代にはすでに行
われていたと考えられています。

県指定無形民俗文化財

せき や しろくわまい

関谷の城鍬舞

関谷の城鍬舞は田植え踊りを芸能化した風
流系の芸能です。城鍬舞、平鍬舞と呼ばれて
いる民俗芸能は、栃木県北部箒川沿いの穀倉
地帯と福島県南部に現存しています。起源は
明らかではありませんが、慶長 5年（1600）の
関が原の戦いの際、大田原城主が徳川家康の
命を受け、領内の農民を動員して城の改修を
行い、防御を固めました。
その完成祝いに領主が場内で慰労の宴を催
した際に、農民が鍬を持ち、また樽を叩いて
踊ったのが始まりと言われています。この城
鍬舞は旧大田原藩領である箒川沿いの関谷を
含む 6つの地域で伝承されていました。現在、
関谷と上大貫のほか、大田原市下石上に伝承
されていますが、衣装、曲、舞などはそれぞ
れ異なっています。

※各会場とも駐車場の数が限られます。
車で訪れる際には通行の妨げにならないよう駐車してください。

開催場所
百村愛宕神社
（百村）

4/29
�

開催場所
関谷愛宕神社
（関谷1410）

4/29
�
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木
綿
畑
新
田
太
々
神
楽
保
存
会

「
私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
こ
の
神
楽
を

見
て
、
い
つ
か
あ
の
舞
台
に
立
ち
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
」
木
綿
畑
で
生
ま
れ
育

ち
、
現
在
木
綿
畑
新
田
太
々
神
楽
保
存
会

の
会
長
を
務
め
る
大
田
原
茂
さ
ん
。
こ
の

神
楽
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
多
く
の
こ
と

を
学
ん
だ
と
言
い
ま
す
。

「
１９
歳
の
時
か
ら
父
親
と
参
加
し
て
い
ま

し
た
が
、『
何
で
こ
ん
な
行
事
や
る
ん
だ
』

と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

年
齢
を
重
ね
る
と
、
伝
統
の
お
祭
り
で
も

あ
る
こ
う
し
た
行
事
の
大
切
さ
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
が

い
る
の
が
嬉
し
い
で
す
ね
。」

４
月
の
開
催
に
向
け
て
は
「
こ
こ
の
神
楽

の
特
徴
は
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
で
す
。
観
客
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
踊
り
手
が
工
夫
し

て
い
ま
す
。
大
正
時
代
か
ら
続
く
伝
統
の

神
楽
な
ど
で
、
何
と
か
次
の
若
い
世
代
に

引
き
継
い
で
行
き
た
い
で
す
ね
」
と
見
所

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

三
本
木
獅
子
舞
保
存
会

「
三
本
木
の
獅
子
舞
は
若
い
人
が
地
域
の

消
防
や
野
球
活
動
を
通
し
て
参
加
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
頼
も
し
い
存
在
で

す
」
と
話
す
の
は
三
本
木
獅
子
舞
保
存
会

の
三
本
木
弘
美
会
長
。

三
本
木
獅
子
舞
保
存
会
の
運
営
は
三
本

木
地
区
に
住
む
住
民
が
交
代
で
世
話
人
な

ど
を
行
う
「
保
存
会
」
と
、
３５
歳
以
下
の

若
者
で
構
成
さ
れ
る
「
獅
子
会
」
で
こ
の

獅
子
舞
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
毎
年
３

月
２４
日
に
近
い
日
曜
日
に
開
催
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
今
年
は
２７
日
に
行
わ
れ

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
本
番
に
向
け

今
月
は
１
日
お
き
、
１
回
約
３
時
間
練
習

が
続
き
ま
す
。

「
三
本
木
獅
子
舞
の
特
徴
は
腰
を
下
げ
、

振
り
付
け
を
大
き
く
し
、
獅
子
を
大
き
く

見
せ
る
こ
と
。
こ
の
獅
子
舞
を
見
る
た
め

に
帰
省
す
る
人
が
い
る
ほ
ど
な
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
意
欲
十
分
で
す
。

関
谷
城
鍬
舞
保
存
会

「
城
鍬
舞
は
約
６０
年
中
断
し
て
い
た
の
で
、

衣
装
、
舞
、
笛
な
ど
す
べ
て
が
途
絶
え
て

い
ま
し
た
。
か
つ
て
城
鍬
舞
を
経
験
し
た

大
塚
い
な
お
さ
ん
（
故
人
）
に
思
い
出
し

て
も
ら
い
、
昭
和
５７
年
、
２
年
半
の
歳
月

を
か
け
て
復
活
さ
せ
ま
し
た
」
と
当
時
を

振
り
返
え
っ
て
く
れ
た
の
は
関
谷
城
鍬
舞

ひ
と
し

保
存
会
の
室
井
仁
会
長
。
関
谷
の
城
鍬
舞

は
慶
長
５
年
（
１
６
０
０
年
）
ご
ろ
に
始

ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
正
１１
年

に
一
度
中
断
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
保
存
会
の
室
井
会
長
や
君
島
守
副
会
長

た
ち
７
人
の
夢
か
ら
地
域
運
動
が
盛
り
上

が
り
、
関
谷
地
区
全
体
を
巻
き
込
み
見
事

復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
こ
の

活
動
を
続
け
る
理
由
は
伝
統
を
引
き
継
ぐ

使
命
感
、
そ
れ
と
子
ど
も
や
保
存
会
仲
間

と
の
交
流
が
楽
し
い
か
ら
で
す
。
今
年
は

復
活
し
て
３０
年
目
。
今
後
も
地
域
の
宝
物

と
し
て
後
世
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
」と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私たちのまちに伝わる郷土芸能
今後どのように引き継いでいくか
郷土芸能を引き継ぐ保存会はその開催に向け、苦労していますが、皆さんから感じたのは使命感。
地域の伝統としてどのように引き継いでいくのか、今後私たちに何ができるのかを探ります。

木綿畑新田太々神楽
保存会 大田原茂会長

三本木獅子舞保存会
三本木弘美会長

関谷城鍬舞保存会
室井 仁会長

８平成23年 3月 5日号



こ
の
ま
ち
に
は
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
郷
土
芸
能
が
あ
り
ま
す

私
た
ち
の
祖
先
は
郷
土
芸
能
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
五
穀
豊
穣
や
無
病
息

災
な
ど
を
祈
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち

が
住
ん
で
い
る
地
域
が
、
こ
れ
か
ら
先
も

繁
栄
す
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込
め
て

昔
は
今
よ
り
も
地
域
の
中
で
の
結
び
つ
き

が
強
く
、
こ
う
し
た
郷
土
芸
能
を
行
う
こ

と
が
、
地
域
を
ま
と
め
る
行
事
の
一
つ
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
時

代
と
と
も
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
変
わ
り
、

そ
の
土
地
に
住
む
住
民
の
意
識
も
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
踊
り
手
が
い
な
い
た
め
に
、

活
動
を
止
め
て
し
ま
っ
た
郷
土
芸
能
が
あ

る
の
も
事
実
で
す
。
郷
土
芸
能
は
一
度
途

絶
え
て
し
ま
う
と
、
再
開
す
る
こ
と
は
難

し
く
な
り
ま
す
。

那
須
塩
原
市
に
残
る
郷
土
芸
能
の
保
存

会
は
現
在
３３
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
一
度
、

郷
土
芸
能
が
行
わ
れ
て
る
会
場
に
足
を
運

び
、
郷
土
芸
能
を
見
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

地
元
に
郷
土
芸
能
が
無
い
地
域
で
も
、
そ

の
地
域
に
残
る
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の

行
事
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
う
し
た
行
事

に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
財
産
を
残
す
た
め
に
も
、
私
た

ち
が
興
味
を
持
ち
、
参
加
す
る
こ
と
が
郷

土
芸
能
を
後
世
に
伝
え
る
第
一
歩
に
つ
な

が
り
ま
す
。

参
考
文
献

那
須
地
区
の
郷
土
芸
能
（
那
須
地
区
文
化
協

会
）

栃
木
県
民
俗
事
典
（
下
野
新
聞
社
）

栃
木
県
の
民
俗
芸
能－

栃
木
県
民
俗
芸
能

緊
急
調
査
報
告
書－

（
栃
木
県
教
育
委
員
会
）

郷
土
芸
能
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
保
存

那
須
塩
原
市
で
は
こ
う
し
た
郷
土

芸
能
を
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く

た
め
、
映
像
と
し
て
残
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

に
保
存
し
て
い
ま
す
。（
国
県
市
の
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

も
の
に
限
る
）

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
郷
土
芸
能
の
舞

が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

お
披
露
目
を
迎
え
る
ま
で
の
練
習
風

景
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
、
都
合
で
郷
土
芸
能
が
見
ら

れ
な
い
人
は
も
ち
ろ
ん
、
練
習
風
景

や
祭
り
の
舞
台
裏
に
興
味
が
あ
る
人

は
必
見
で
す
。

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
市
内
の
３
図
書
館

で
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

那須塩原市郷土芸能保存会一覧表

実施時期（予定）
4月第 1日曜
3月第 3日曜頃
4月第 2日曜
4月第 3日曜
4月29日
4 月第 4日曜
3月第 2日曜頃
11月頃

3月第 2日曜頃
11月頃
11月頃
11月頃
11月頃
10月第 2日曜頃
5月第 3日曜頃
11月頃
11月頃
9月中旬

4月29日
9 月中旬
9月17日
9 月17日
7 月14日前の土曜
7月14日前の土曜
11月23日
11月23日

9 月第 2月曜を含
む日・月曜

（ ）の文字は指定されている無形民俗文化財の種類です。

団体名
木綿畑新田太々神楽保存会（市）
三本木獅子舞保存会（市）
穴沢獅子舞保存会（市）
高林獅子舞保存会（市）
百村百堂念仏舞保存会（国）
木綿畑本田獅子舞保存会（市）
下厚崎獅子舞保存会
鍋掛もちつき唄保存会
黒磯巻狩太鼓
巻狩踊りお囃子会
那須野ヶ原疏水太鼓
子ども疏水太鼓実行委員会
西富山獅子舞保存会（市）
遅沢ばやし保存会（市）
太夫塚八木節笠踊り保存会
つきの木もちつき唄保存会
三島八木節保存会
三島おはやし会
那須苗取り田植唄保存会
西那須野鳴子踊り保存会
大山八木節笠おどり部会
中塩原関白流
平家獅子舞保存会（県）
関谷城鍬舞保存会（県）
上大貫城鍬舞保存会（県）
上塩原古代獅子舞保存会（市）
上塩原源太踊り保存会（市）
関谷囃子保存会（市）
関谷子供囃子保存会
宇都野梵天保存会（市）
宇都野子供獅子舞保存会
蟇沼もちつき保存会（市）
流響塩原太鼓

塩原温泉まつりお囃子保存会

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

22

23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

33

栃木県の助成をうけ、３年がかりで作成
したDVD。３月末に完成予定です。
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平
成
２３
年
度
の
ご
み
出
し
カ
レ

ン
ダ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す

４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
ご

み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー（
左
の
写
真
）

を
行
政
連
絡
員
を
通
し
て
各
戸
に

配
布
し
て
い
ま
す
。
お
手
元
に
届

か
な
い
場
合
は
、
次
の
場
所
で
入

手
で
き
ま
す
。

■本
環
境
対
策
課
・
■西
市
民
福
祉

課
・
■塩
総
務
福
祉
課
・
箒
根
出

張
所
・
各
市
公
民
館

ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
電
話
サ

イ
ト
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
２３
年
度
に
つ
い
て
も
、
収

集
区
域
や
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

方
は
、
平
成
２２
年
度
と
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
ご
み
の

減
量
と
資
源
化
率
の
向
上
の
た
め
、

ご
み
の
分
別
徹
底
や
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
管
理
運
営
な
ど
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
は
ま
だ
ま
だ
減
ら
せ
ま
す
！

平
成
２２
年
４
月
か
ら
１２
月
末
ま

で
の
本
市
の
ご
み
の
量
は
、
前
年

の
同
期
と
比
べ
て
約
３
・
５
％
増

加
し
、
可
燃
ご
み
の
み
で
は
、
約

４
・
４
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
家
庭
か
ら
出
た
可
燃
ご
み
は

５
・
２
％
増
で
、
事
業
系
ご
み
の

３
・
４
％
増
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
を
も
っ
と
減
ら
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
…

○
ご
み
の
処
理
量（
焼
却
量
）が

減
り
、
排
出
す
る
二
酸
化
炭

素
が
減
少
し
ま
す

○
ご
み
処
理
に
か
か
る
経
費
が

削
減
で
き
ま
す

○
ご
み
処
理
施
設
や
最
終
処
分

場
の
延
命
が
図
れ
ま
す
。

◆
ま
だ
使
え
る
も
の
を
捨
て
よ
う

と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

◆
紙
な
ど
の
資
源
物
を
可
燃
ご
み

に
混
ぜ
て
い
ま
せ
ん
か
？

◆
生
ご
み
の
水
分
は
十
分
に
切
っ

て
い
ま
す
か
？

ま
ず
は
、
毎
日
出
る
ご
み
の
チ
ェ

ッ
ク
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ

■本
環
境
対
策
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
３
０
１

い
よ
い
よ
今
年
の
７
月
２４
日
に

は
ア
ナ
ロ
グ
に
よ
る
テ
レ
ビ
放
送

が
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

早
め
に
地
デ
ジ
の
準
備
を
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
地
デ
ジ
の
訪
問
点
検
を

装
っ
た
窃
盗
事
件
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
地
デ
ジ
に
関
す
る
詐
欺
・

悪
質
商
法
等
に
は
十
分
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

総
務
省
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

移
行
の
た
め
に
ご
家
庭
へ
訪
問
す

る
場
合
は
、
黄
色
い
ベ
ス
ト
（
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
）、
腕
章
、
身
分
証
明

証
（
Ｉ
Ｄ
）
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
務
省
や
テ
レ
ビ
局
、
そ

の
他
の
関
係
機
関
が
お
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

デ
ジ
サ
ポ
栃
木

�
０
２
８（
３
３
３
）３
３
３
１

※
午
前
９
時
〜
午
後
９
時（
土
・

日
曜
、
祝
日
は
午
後
６
時
）

買
い
替
え
な
ど
で
不
要
に
な
っ
た

テ
レ
ビ
は
、
適
正
に
処
分
を
お
願

い
し
ま
す
！

テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
・
液

晶
式
・
プ
ラ
ズ
マ
式
）
は
、
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
で
特
定
家
電
製
品

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
費
者
は
、
対
象
機
器
の
廃
棄

物
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
確
実
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
小
売
業
者
等
に
引
き

渡
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
処
分

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
処
分
方
法

①
購
入
し
た
販
売
店
や
近
く
の
販

売
店
に
引
き
取
り
を
依
頼
す
る

※
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
ほ
か
、
手

数
料
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

②
自
分
で
指
定
引
取
場
所
に
持
ち

込
む

郵
便
局
で
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券

を
購
入
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か

に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
メ
ー
カ

ー
や
大
き
さ
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

指
定
引
取
場
所
（
持
込
場
所
）

※
い
ず
れ
も
受
け
付
け
は
、
祝
日

を
除
く
、
月
〜
土
曜
。

�
栃
木
県
北
通
運
㈱
中
央
事
業
所

三
区
町
６
５
０
‐
１

�
０
２
８
７（
３６
）１
１
２
１

�
Ｎ
Ｎ
Ｙ
㈱

大
田
原
市
下
石
上
１
５
０
５
‐

１１�
０
２
８
７（
２９
）２
７
７
７

不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す

不
法
投
棄
は
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

っ
て
固
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
違

反
者
に
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰

則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
取
り
付

け
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
使
っ
て

い
る
テ
レ
ビ
で
も
地
デ
ジ
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
電
製
品
は
、

で
き
る
だ
け
長
い
間
大
切
に
使
い
、

役
割
を
終
え
た
後
は
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
則
っ
て
、
適
正
に
処

分
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

■本
環
境
対
策
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
３
０
１

�・FAX…電話・ファックス …電子メール ■HP…ホームページアドレス

ご
み
の
分
別
徹
底
・
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

地
デ
ジ
の
準
備
は
お
早
め
に
！

不
要
に
な
っ
た
テ
レ
ビ
の
処
分
は
適
正
に
！

〔ごみ出しカレンダー〕
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１２カ月分保険料（月々払い）

１５，０２０円×１２月
合計　１８０，２４０円

３，２００円割引

１２カ月分保険料（前納納付書）
１７７，０４０円

１２カ月分保険料（月々払い）

１５，０２０円×１２月
合計　１８０，２４０円

１２カ月分保険料（口座振替）
１７６，４６０円

３，７８０円割引

日
本
国
内
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
続
発
し
て

い
ま
す
。

こ
の
病
気
の
発
生
の
継
続
や
ま

ん
延
を
防
ぐ
た
め
、
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
き
ん
や
ペ
ッ
ト
と
し
て
鳥
を

飼
っ
て
い
る
人

◆
防
鳥
ネ
ッ
ト
な
ど
を
用
い
て
、

野
鳥
や
野
生
動
物
と
接
触
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

◆
飼
い
主
以
外
の
人
が
、
餌
や
り

な
ど
で
直
接
接
触
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い

◆
飼
育
場
所
な
ど
に
、
定
期
的
に

適
切
な
消
毒
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
◆
定
期
的
な
健
康
観
察
を
行
な
い
、

異
常
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
県

北
家
畜
保
健
衛
生
所
、
ま
た
は

市
農
務
畜
産
課
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い

野
鳥
と
の
接
し
方
に
つ
い
て

◆
同
じ
場
所
で
複
数
の
野
鳥
な
ど

が
死
亡
し
て
い
た
ら
、
県
北
環

境
森
林
事
務
所
、
県
北
家
畜
保

健
衛
生
所
、
ま
た
は
市
農
林
整

備
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

◆
死
亡
し
た
野
鳥
な
ど
野
生
動
物

は
、
素
手
で
触
ら
な
い
で
く
だ

さ
い

◆
日
常
生
活
に
お
い
て
、
野
鳥
な

ど
の
野
生
動
物
の
排
せ
つ
物
に

触
れ
た
後
に
は
、「
手
洗
い
」と

「
う
が
い
」
を
す
れ
ば
、
過
度

に
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
◆
不
必
要
に
野
鳥
を
追
い
立
て
た

り
、
捕
ま
え
よ
う
と
し
た
り
す

る
の
は
避
け
て
く
だ
さ
い

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
感
染
し
た
鶏
の
肉
や
卵
が
市
場

に
出
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
家
き
ん
（
肉
・
卵
・
羽

毛
な
ど
を
利
用
す
る
た
め
に
飼
育

す
る
鳥
の
総
称
）
の
卵
や
肉
を
食

べ
る
こ
と
に
よ
り
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
人
に
感
染
す

る
こ
と
は
世
界
的
に
も
報
告
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

県
北
家
畜
保
健
衛
生
所

�
０
２
８
７（
３６
）０
３
１
４

県
北
環
境
森
林
事
務
所

�
０
２
８
７（
２３
）６
３
６
３

■本
農
務
畜
産
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
４
９

■本
農
林
整
備
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
４
８

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
７０
歳
か
ら
７４
歳
の
人
の
高
齢
受

給
者
の
う
ち
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
う
一
部
負
担
金
の
割
合
が

『
２
割
（
平
成
２３
年
３
月
３１
日
ま

で
は
１
割
）』と
な
っ
て
い
る
人
は
、

４
月
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
と
な

る
予
定
で
し
た
が
、
平
成
２４
年
３

月
３１
日
ま
で
現
在
の
１
割
に
据
え

置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者
に
は
、
４
月
か
ら
使
用

す
る
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
３

月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
３
割
負
担
と
な
っ

て
い
る
人
は
、
現
在
使
用
し
て
い

る
高
齢
受
給
者
証
を
４
月
以
降
も

引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
保
健
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
２
９

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度
で
は
、
保
険
料
を
一
括
で
前
払
い
す
る

こ
と
で
保
険
料
の
一
部
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
で
保
険
料
の
前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、
大
田
原
年
金
事

務
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
受
付
日
に
よ
り
間
に
合
わ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

大
田
原
年
金
事
務
所

�
０
２
８
７（
２２
）６
３
１
３

【本誌中では、次の省略記号を使用しています】 ■本…本庁舎（黒磯） ■西…西那須野庁舎 ■塩…塩原庁舎

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
・
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
に

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

一
部
負
担
金
の
割
合
の
据
え
置
き

国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
制
度
を
利
用
す
る
と
お
得
で
す

①前納納付書（現金）で前納した場合 �納付期限は平成23年 5 月 2 日

②口座振替で前納した場合 �口座振替日は平成23年 5 月 2 日

《平成23年度の1年分前納制度の利用例》

平成23年 3月 5日号１１



3月23日（水）から福祉サービス券・タクシー券を交付します

問い合わせ ■本高齢福祉課 �0287（62）7137
■西市民福祉課 �0287（37）6231
■塩総務福祉課 �0287（32）2912

申請および交付

■本高齢福祉課
※ 3月25日（金）までは、午前 9時か
ら午後 5時まで 1階市民室で受け
付けます。
■西市民福祉課
■塩総務福祉課
箒根出張所

※「高齢者訪問理美容料金助成
券」、「高齢者紙おむつ給付券」
は、民生委員の代理申請は出
来ません。
また、対象者の判定に担当
ケアマネジャー等の確認が必
要となりますので、担当ケア
マネジャー等に相談してくだ
さい。

問い合わせ ■本社会福祉課 �0287（62）7026
■西市民福祉課 �0287（37）6231
■塩総務福祉課 �0287（32）2912

申請および交付

■本社会福祉課
※ 3月25日（金）までは、午前 9時か
ら午後 5時まで 1階市民室で受け
付けます。
■西市民福祉課
■塩総務福祉課
箒根出張所

対象者

在宅の70歳以上のひと
り暮らしや高齢者世帯、
または日中高齢者のみ
の世帯で、通院などの
移動手段の確保が困難
な人

在宅の65歳以上で要介
護 3以上の寝たきりの
人

在宅の65歳以上で、要
介護の認定を受けて常
時おむつを使用してい
る寝たきりまたは重度
の認知症の人

【市指定ごみ袋の支給】
高齢者紙おむつ給付券が交付された世帯は、市指定ごみ袋の支給対象に

なります。
※ごみ袋の申請については、 4月以降に受け付けます。
※年間で60枚交付。（申請月により交付枚数は変わります）

在宅の65歳以上の人

対象者

次の手帳所有者
○身体障害者手帳 1級
～ 3級
○療育手帳Ａ、Ａ 1、
Ａ 2
○精神障害者保健福祉
手帳 1級、 2級

重度の肢体不自由児
（者）で、福祉事務所か
ら車イスの交付を受け
た人
※施設等に入所してい
る人を除く。

◆持参するもの
印かん、保険証など身分を証明するもの

◆持参するもの
印かん、障害者手帳

内 容

タクシーの基本料金利用券を
１世帯に年間48枚交付
※申請月により交付枚数は変
わります。

市が指定した理美容事業者が
直接自宅を訪問し、散髪等を
します。 1回1,000円の助成券
を年間 4枚交付
※申請月により交付枚数は変
わります。

市が指定した事業所で利用で
きる紙おむつ券1,000円分を年
間60枚交付
※申請月により交付枚数は変
わります。

指定の治療院ではり、きゅう、
あん摩などを受けるときに利
用できる助成券1,000円分を年
間10枚交付
※申請月により交付枚数は変
わります。

内 容

月額2,900円
※申請月により交付枚数は変
わります。

年額15,000円分
※車イス用タクシーの利用券。

在宅高齢者の福祉サービス券

障 害 者 福 祉 タ ク シ ー 券

事業名

高齢者外出支援
タクシー券

高齢者訪問理美容
料金助成券

高齢者紙おむつ
給付券

はり、きゅう、あ
ん摩マッサージ指
圧施術料助成券

事業名

障害者福祉タクシ
ー券

重度肢体不自由児
（者）外出支援事業
利用券

１２平成23年 3月 5日号



広報モニター寄稿

皆
さ
ん
は
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち

で
黄
緑
や
オ
レ
ン
ジ
な
ど
の
ジ
ャ

ン
パ
ー
・
ベ
ス
ト
に
身
を
包
み
、

通
学
路
な
ど
に
立
つ
人
々
を
見
か

け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ

の
多
く
は
、
地
域
自
主
防
犯
団
体

で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

自
主
防
犯
団
体

市
内
に
は
、
地
域
の
安
全
な
ど

を
守
る
自
主
防
犯
団
体
が
、
８０
団

体
ほ
ど
あ
る
。
そ
の
活
動
の
仕
方

は
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

多
く
は
朝
夕
の
児
童
・
生
徒
の
登

下
校
時
に
交
通
安
全
指
導
や
見
守

り
、
付
き
添
い
な
ど
を
行
う
。
ま

た
地
域
に
よ
っ
て
は
、
徒
歩
や
自

動
車
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
る
団
体
も
あ
る
。

以
前
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
し
た
自
分
の
経

験
か
ら
、
風
雨
・
雪
な
ど
の
天
候

り
っ
し
ょ
う

に
左
右
さ
れ
ず
立
哨
を
朝
夕
実
施

し
て
い
る
多
く
の
団
体
の
積
極
的

な
姿
勢
は
、
頭
の
下
が
る
思
い
が

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
活
動
に
は

い
ろ
い
ろ
な
苦
労
が
あ
る
と
聞
い

た
。
そ
こ
で
、
団
体
の
一
つ
松
浦

町
自
治
会
の「
パ
ト
ロ
ー
ル
松
浦
」

代
表
清
野
氏
と
、
メ
ン
バ
ー
の
高

梨
氏
を
取
材
し
話
を
聞
い
た
。

団
体
の
結
成
と
活
動
内
容
は
？

約
６
年
前
発
生
し
た
、
広
島
県

と
本
県
の
旧
今
市
市
内
に
お
け
る

児
童
殺
害
事
件
後
に
結
成
。
当
初
、

交
通
監
視
員
１２
人
で
結
成
し
、
現

在
は
３４
人
で
活
動
。
毎
朝
・
夕
刻

に
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
交
通

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
地
域

ぐ
る
み
で
実
施
。�
犯
罪
は
忘
れ
た

頃
に
や
っ
て
く
る
�
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
特
に
小
学
校
低
学
年
が
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
見
守
り

な
ど
巡
回
活
動
も
実
施
。
ま
た
、

松
浦
町
内
に
お
け
る
美
化
清
掃
運

動
な
ど
独
自
班
を
作
り
活
動
。

交
通
監
視
場
所
は
①
信
号
機
の

無
い
横
断
歩
道
、
②
比
較
的
朝
夕

交
通
量
が
多
い
道
路
で
、
標
識
も

無
く
児
童
・
生
徒
の
横
断
に
危
険

が
伴
う
箇
所
。
主
に
、
共
英
小
学

校
の
児
童
と
、
厚
崎
中
学
校
・
黒

磯
南
高
等
学
校
・
黒
磯
高
等
学
校

の
生
徒
の
通
学
路
で
活
動
。

ど
ん
な
苦
労
が
あ
り
ま
す
か
？

交
通
監
視
中
６０
歳
く
ら
い
の
男

性
ド
ラ
イ
バ
ー
に
一
時
停
止
を
求

め
た
と
こ
ろ
、「
私
が
何
で
君
た
ち

に
一
時
停
止
を
求
め
ら
れ
る
の
か
」

と
怒
鳴
り
返
さ
る
。
高
齢
者
や
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
運
転
マ
ナ

ー
の
悪
さ
が
目
立
ち
注
意
す
る
と
、

心
無
い
言
葉
や
態
度
が
返
っ
て
く

る
な
ど
、
協
力
や
理
解
が
得
ら
れ

な
い
こ
と
。

パ
ト
ロ
ー
ル
松
浦
の
よ
う
に
、

市
内
各
団
体
の
活
動
は
そ
れ
ぞ

れ
大
変
な
苦
労
が
伴
う
と
思
う
。

し
か
し
活
動
は
交
通
事
故
や
事

件
の
抑
止
力
に
な
る
と
考
え
る
。

『
継
続
は
力
な
り
』
の
言
葉
の

と
お
り
、
今
日
ま
で
引
き
続
き

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
活

動
に
従
事
す
る
皆
さ
ん
の
姿
か

ら
、
地
域
の
力
を
感
じ
た
。

【
広
報
モ
ニ
タ
ー

大
野
博
文
】

年
金
不
安
と
超
低
金
利
の
中
で

危
険
性
を
十
分
理
解
せ
ず
、
収
益

性
を
求
め
て
株
式
や
社
債
、
フ
ァ

ン
ド
な
ど
の
取
引
で
、
高
齢
者
を

中
心
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

悪
質
業
者
の
勧
誘
例

○
「
上
場
確
実
で
す
。
必
ず
も
う

か
る
。
元
本
は
保
証
さ
れ
る
」と

勧
誘
し
て
く
る
。

一
般
的
に
幅
広
い
投
資
家
へ

の
「
未
公
開
株
」
や
「
私
募
債
」

の
勧
誘
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か

ら
関
わ
り
合
わ
な
い
こ
と
が
賢

明
で
す
。

○
「
良
い
株
が
あ
る
の
で
買
わ
な

い
か
」「
持
っ
て
い
る
株
を
買
い

取
る
」
と
勧
誘
し
て
く
る
。

複
数
の
業
者
が
入
れ
替
わ
り

登
場
す
る
「
劇
場
型
」
と
言
わ

れ
る
手
口
で
す
。

○「
被
害
を
回
復
し
て
あ
げ
ま
す
」

「
そ
の
か
わ
り
安
心
株
を
買
っ

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
言
っ
て

く
る
。

過
去
に
被
害
に
遭
わ
れ
た
人

を
狙
っ
た
「
被
害
回
復
型
」
と

言
わ
れ
る
手
口
で
す
。

○
「
金
融
庁
、
証
券
取
引
監
視
委

員
会
、
財
務
局
等
の
者
で
す
」と

公
的
機
関
を
名
乗
っ
て
連
絡
し

て
く
る
。

「
公
的
機
関
装
い
型
」と
言
わ

れ
る
手
口
で
ニ
セ
モ
ノ
で
す
。

対

応

策

○
電
話
勧
誘
な
ど
に
は
、
す
ぐ
応

じ
な
い
。

○
必
要
な
い
と
思
っ
た
ら
、
ハ
ッ

キ
リ
と
断
り
早
め
に
離
脱
す
る
。

○
も
う
け
話
を
安
易
に
信
用
し
な

い
。

○
よ
く
わ
か
ら
な
い
商
品
に
は
手

を
出
さ
な
い
。

○
自
分
の
個
人
情
報
は
な
る
べ
く

言
わ
な
い
。

○
悩
ん
だ
ら
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

安
全
・
安
心
を
つ
く
る
「
地
域
力
」

問
い
合
わ
せ

■本
秘
書
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
０
９

「
悪
質
な
投
資
勧
誘
に
注
意
」

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
〜
バ
ス
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
前
下
車
）

�
０
２
８
７（
６３
）７
９
０
０

開
設
時
間

平
日
の
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

平成23年 3月 5日号１３



豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
塩

原
温
泉
に
は
、
中
学
校
と

小
学
校
が
１
校
ず
つ
あ
り
ま
す
。

児
童
・
生
徒
数
は
減
少
傾
向
で
す

が
、
今
年
度
は
小
中
合
わ
せ
て
１

４
７
人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

塩
原
中
学
校
区
で
は
、
以
前
か

ら
幼
稚
園
や
保
育
園
を
含
め
た

「
幼
保
小
中
連
携
」
の
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
幼
保
小
の
連
携

と
、
小
学
校
で
の
縦
割
り
班
活
動

の
充
実
の
ほ
か
、
運
動
会
や
文
化

祭
の
合
同
開
催
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
教
育
活
動
に
協
力
的

な
保
護
者
や
関
係
機
関
、
地
域
住

民
の
温
か
さ
に
囲
ま
れ
、
思
い
や

り
が
あ
り
面
倒
見
の
良
い
子
ど
も

た
ち
ば
か
り
で
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み

今
年
度
か
ら
２
年
間
の
小
中
連

携
推
進
事
業
指
定
を
受
け
た
ほ
か
、

市
の
小
中
学
校
適
正
配
置
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
平
成
２６
年
度
か
ら

は
小
中
一
貫
校
に
な
る
予
定
で
す
。

小
規
模
校
の
利
点
を
生
か
し
て
、

９
年
間
を
見
通
し
た
活
動
を
充
実

さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

①
確
か
な
学
力
・
体
力
の
育
成

・
授
業
に
お
け
る
学
習
訓
練
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
学
年
に
応

じ
た
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
全
校
生
参
加
の
早
朝
運
動
を
実

施
し
体
力
と
精
神
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

・
職
員
交
流
に
よ
る
出
前
授
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

・
小
中
統
一
で
「
ラ
イ
フ
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
」
を
活
用
し
た
健
康

指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
豊
か
な
心
の
育
成

・
子
ど
も
た
ち
が
意
欲
的
に
「
あ

い
さ
つ
運
動
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

・
自
然
や
福
祉
に
関
す
る
体
験
的

活
動
と
関
連
学
習
を
充
実
さ
せ

て
い
ま
す
。

・
小
中
合
同
体
育
祭
や
幼
保
小
中

合
同
文
化
祭
の
活
動
内
容
を
工

夫
し
て
い
ま
す
。

③
社
会
力
の
育
成

・
幼
保
小
中
の
交
流
活
動
や
縦
割

り
班
活
動
の
拡
充
を
図
っ
て
い

ま
す
。

・
リ
ー
ダ
ー
を
計
画
的
に
育
成
し

て
い
ま
す
。

学
区
内
で
行
っ
た
教
育
講
演
会

で
は
、
塩
原
小
学
校
の
野
中
教
頭

先
生
を
講
師
に
、
幼
保
小
中
の
職

員
と
地
域
住
民
が
合
同
で
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
幼
保
小
中
の

活
動
を
支
え
る
た
め
に
、
今
後
も

職
員
研
修
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

シリーズ 小中連携の取り組み⑩

（最終回）

塩原中学校区での
小中連携の取り組み

�

�

�

�小中学生が一丸となって頑張った合同運動会
�小中の縦割り班で活動した箒川リフレッシュ
大作戦

�小中合同文化祭の様子。中学生が小学生を案
内しています

１４平成23年 3月 5日号



お
知
ら
せ

那
須
塩
原
市
公
共
下
水
道

の
区
域
変
更
（
案
）
が

縦
覧
で
き
ま
す

と

き
３
月
８
日
�
〜
２２
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
１５
分

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
。

と
こ
ろ

下
水
道
課
（
西
那
須
野
庁
舎
２

階
）

問
い
合
わ
せ

■西
下
水
道
課

�（
３７
）５
９
２
１

に
し
な
す
の
運
動
公
園

体
育
館
が
臨
時
休
館

に
な
り
ま
す

館
内
清
掃
の
た
め
、
に
し
な
す

の
運
動
公
園
体
育
館
（
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
含
む
）
が
、
臨
時
休

館
と
な
り
ま
す
。

と

き

３
月
２２
日
�

問
い
合
わ
せ

施
設
振
興
公
社
西
那
須
野
地
区

（
に
し
な
す
の
運
動
公
園
）

�（
３６
）４
７
８
５

引
っ
越
し
な
ど
の
際
は

届
出
を
忘
れ
ず
に

３
月
か
ら
４
月
は
、
転
勤
・
入

学
・
就
職
な
ど
で
引
越
し
を
す
る

人
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
届

出
や
手
続
き
が
必
要
に
な
る
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
時
期
の
市
役
所
窓

口
は
、
大
変
混
み
合
う
の
で
、
時

間
に
余
裕
を
も
っ
て
来
庁
し
て
く

だ
さ
い
。

【
住
民
異
動
届
】

届
出
の
際
は
、
窓
口
で
届
出
人

の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）
の
提

示
が
必
要
で
す
。
届
出
義
務
者

（
本
人
・
世
帯
主
）
以
外
が
届

出
す
る
場
合
は
、
本
人
確
認
書

類
の
ほ
か
、
委
任
状
も
必
要
で

す
。

◆
届
出
期
間

①
転
入
届
（
市
外
↓
市
内
）

転
入
を
し
た
日
か
ら
１４
日
以
内

②
転
居
届
（
市
内
↓
市
内
）

転
居
を
し
た
日
か
ら
１４
日
以
内

③
転
出
届
（
市
内
↓
市
外
）

転
出
す
る
日
ま
で
（
前
後
１４
日

以
内
）

問
い
合
わ
せ

■本
市
民
課

�（
６２
）７
１
３
２

■西
市
民
福
祉
課�（

３７
）５
１
０
２

■塩
総
務
福
祉
課�（

３２
）２
９
８
８

高
齢
者
運
転
標
識
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

２
月
１
日
か
ら
高
齢
運
転
者
標

識
が
変
わ
り
ま
し
た
。

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
７０
歳

以
上
の
人
は
車
に
付
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
以
前
の
標
識
も
当
面
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対

象
普
通
運
転
免
許
を
持
つ
７０
歳
以

上
の
人
で
、
加
齢
に
伴
っ
て
生

ず
る
身
体
機
能
の
低
下
が
自
動

車
の
運
転
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
あ
る
人

対
象
車
両

・
普
通
自
動
車
（
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
営
業
車
を
含
む
）

・
軽
自
動
車

表
示
義
務
に
つ
い
て

表
示
す
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ

い
（
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
）

標
識
を
付
け
る
場
所

車
の
前
面
と
後
面
の
両
方
。
地

上
４０
㎝
以
上
１
２
０
㎝
以
下
の

見
や
す
い
と
こ
ろ

そ
の
他

高
齢
運
転
者
標
識
を
表
示
し
て

い
る
車
に
、
危
険
防
止
の
場
合

を
除
い
て
「
幅
寄
せ
」
や
「
割

り
込
み
」
を
し
た
場
合
は
、
道

路
交
通
法
違
反
に
な
り
ま
す
。

①
行
政
処
分
点
数

１
点

②
反
則
金

・
大
型
車
（
中
型
車
含
む
）

７
０
０
０
円

・
普
通
車
、
二
輪
車

６
０
０
０
円

・
小
型
特
殊

５
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

那
須
塩
原
警
察
署
交
通
課

�（
６７
）０
１
１
０

3月の休日当番医 変更のお知らせ
3 月の休日当番医が次のとおり変更になります。
変更後
・ 6日（日） 渡部医院 �（65）3535

阿久津整形外科 �（36）3639
・13日（日） 鈴木内科外科クリニック �（62）2337

高澤クリニック �（37）9901
問い合わせ 黒磯保健センター �（63）1100

お詫びと訂正

広報なすしおばら 2月20日号に掲載した記事に一
部誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。
訂正カ所
9 ページ「高齢者向け優良賃貸住宅入居者募集」
の問い合わせ先の電話番号
【正】栃木県住宅供給公社 総務部管理課

� 0 2 8（ 6 2 2）0 4 6 1（代）

■本市役所本庁舎
〒325‐8501 共墾社１０８番地２

■西西那須野庁舎
〒329‐2792 あたご町２番３号

■塩塩原庁舎
〒329‐2993 中塩原１番地２

箒根出張所
〒329‐2801 関谷１２６６番地４

新しいマーク

平成23年 3月 5日号１５

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

軽
自
動
車
な
ど
の

異
動
届

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
車

両
を
、
他
人
に
譲
っ
た
り
廃
棄
し

た
り
し
た
場
合
に
は
、
４
月
１
日

ま
で
に
名
義
変
更
や
廃
車
の
手
続

き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
し
な
い
と
、
車
両
を

所
有
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
新
年
度
の
軽
自
動
車
税
が
課
税

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

交
通
遺
児
育
成
基
金
の

お
知
ら
せ

交
通
事
故
で
父
母
を
失
っ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
突
然「
交
通
遺
児
」

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

交
通
遺
児
の
健
や
か
な
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
長
期
に

わ
た
り
定
期
的
に
遺
児
育
成
の
た

め
の
資
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

基
金
制
度
の
概
要

交
通
遺
児
（
１６
歳
未
満
）
が
損

害
賠
償
金
な
ど
の
中
か
ら
拠
出

金
を
払
い
込
ん
で
加
入
す
る
と
、

こ
の
資
金
に
国
、
民
間
か
ら
の

援
助
金
を
加
え
て
、
交
通
遺
児

が
満
１９
歳
に
達
す
る
ま
で
、
年

金
方
式
で
３
カ
月
ご
と
に
ま
と

め
て
資
金
を
給
付
す
る
制
度
で

す
問
い
合
わ
せ

�
交
通
遺
児
育
成
基
金

�
０
１
２
０（
１６
）３
６
１
１

■HPhttp
://w
w
w
.ko
tsuiji.o

r.jp

予
防
接
種
の
受
け
忘
れ

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

平
成
２２
年
４
月
以
降
、
次
の
予

防
接
種
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
人

は
、
期
限
内
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

種
類
・
対
象

①
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合（
２
期
）

平
成
23
年
４
月
に
小
学
校
に

入
学
す
る
人
（
平
成
16
年
４
月

２
日
〜
平
成
17
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）

②
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合（
３
期
）

中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

の
人
（
平
成
９
年
４
月
２
日
〜

平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

③
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合（
４
期
）

高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

の
人
（
平
成
４
年
４
月
２
日
〜

平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

④
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
混
合（
２
期
）

小
学
６
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

の
人
（
平
成
10
年
４
月
２
日
〜

平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

接
種
場
所

市
予
防
接
種
協
力
医
療
機
関

接
種
回
数

１
回

接
種
費
用

無
料
（
４
月
以
降
の
接
種
は
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）

接
種
期
限

３
月
31
日
�

問
い
合
わ
せ

黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー

�（
63
）１
１
０
０

那須塩原クリーンセンター
ダイオキシン類測定分析結果（平成22年11月現在）
那須塩原クリーンセンターの排出ガスについて、ダイ
オキシン類対策特別措置法の規定に基づき、ダイオキシ
ン類の濃度測定を実施した結果、 1号・ 2号煙突とも基
準値を下回っていました。

※ 1．ngは10億分の 1ｇ、TEQは毒性等量、�Nは 0℃、1
気圧の状態における 1�を表します。

※ 2．ng（ナノグラム）とは、学校の教室 5個分の広さの
建物（1,000�）を水でいっぱいにして角砂糖 1個を
溶かし、その水 1 ccに含まれる砂糖が 1 ngです。

※ 3．TEQ（毒性等量）とは、ダイオキシン類は何十種類
もあり、それぞれ毒性の強さが異なります。その中
でもっとも毒性が強いものを「 1」としたときの換
算値です。

問い合わせ 那須塩原クリーンセンター �（68）1881

【那須塩原クリーンセンター排ガス中のダイオキシン類濃度】
（単位：ng-TEQ／�N）
排出基準

自己規制値

0.05以下

法定基準

1.0以下

測定値

0.0041
0.0006

煙 突

1 号煙突
2号煙突

パープルダイヤルのご案内
―性暴力・DV相談電話―

内閣府では、配偶者や異性からの暴力および性暴
力などで悩んでいる人の相談を24時間受け付ける
「パープルダイヤル」を実施しています。
相談の秘密は厳守します。また、匿名での電話、
被害にあっている人の家族・友人からの相談も受け
付けていますので、どんな被害でもご相談ください。

相談ダイヤル

�0 1 2 0（9 4 1）8 2 6
相談期限： 3月27日（日） 午後10時まで
※最終日（ 3月27日）以外は24時間いつでも相談で
きます。

※外国人には、英語、タガログ語、タイ語、中国語、
韓国語、スペイン語の相談員が携帯電話により折
り返し電話し、相談を行います。
問い合わせ ■本市民協働推進課 �（62）7019

問い合わせ・届け出先

■本課税課 �（62）7179
■西総務税務課 �（37）5101
■塩総務福祉課 �（32）2911
箒根出張所 �（35）2511

栃木運輸支局（音声案内）
�050（5540）2019

軽自動車検査協会
�028（645）5161

車 種

・原動機付自転車（125cc以下）
・小型特殊自動車のうち
市、町ナンバーのもの

・二輪（125ccを超えるもの）
・小型特殊自動車のうち
栃、栃木ナンバーのもの

軽自動車（三輪・四輪）

１６平成23年 3月 5日号



「
協
会
け
ん
ぽ
」
の

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

中
小
企
業
な
ど
で
働
く
人
や
、

そ
の
家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
「
協
会
け
ん
ぽ
」
の
保
険
料

率
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
協
会
け
ん
ぽ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
■HPhttp

://w
w
w
.

kyoukaikenpo.or.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

変
更
時
期

平
成
２３
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら

変
更
内
容

・
健
康
保
険
料
率

９
・
３２
％
↓
９
・
４７
％

・
介
護
保
険
料
率

１
・
５０
％
↓
１
・
５１
％

問
い
合
わ
せ

全
国
健
康
保
険
協
会
栃
木
支
部

�
０
２
８（
６
１
６
）１
６
９
１

募
集

「
市
民
劇
団
な
す
の
」

団
員
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

「
劇
団
な
す
の
」
は
、
那
須
野

が
原
を
拓
い
た
先
人
の
郷
土
愛
と

家
族
愛
を
テ
ー
マ
と
し
た
創
作
劇

「
那
須
野
の
大
地
」
上
演
に
向
け

て
、
市
民
を
中
心
と
し
た
小
学
生

か
ら
成
人
ま
で
の
約
５０
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
９
月
に
上
演
を
予
定

し
て
い
る
た
め
、
劇
団
員
と
衣

装
・
小
道
具
・
舞
台
な
ど
の
制
作

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
年
齢

や
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
先
人
の

那
須
野
が
原
に
か
け
る
郷
土
愛
を

表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

稽
古
期
間

４
月
〜
上
演
日
（
月
２
回
程
度
、

夏
休
み
に
集
中
練
習
）

指

導

・
東
京
芸
術
座

印
南
貞
人
氏

・
ら
く
り
ん
座

浅
野
�
子
氏

募
集
期
間

３
月
１５
日
�
〜
５
月
６
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■西
生
涯
学
習
課�（

３７
）５
４
１
９

那
須
塩
原
社
交
ダ
ン
ス

愛
好
会
会
員
募
集

と

き
４
月
２
日
〜
来
年
３
月
２４
日

毎
週
土
曜

・
初
級
コ
ー
ス

午
後
７
時
〜
８
時

・
中
級
コ
ー
ス

午
後
８
時
〜
９
時
３０
分

と
こ
ろ

西
那
須
野
公
民
館

対

象
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
（
初
心

者
歓
迎
）

※
学
童
は
保
護
者
同
伴
。

内

容
社
交
ダ
ン
ス
（
初
心
者
以
上
）

の
練
習
会

定

員

制
限
な
し

参
加
費
（
年
会
費
）

・
初
級
コ
ー
ス

４
０
０
０
円

・
中
級
コ
ー
ス

５
０
０
０
円

・
初
級
＋
中
級

８
０
０
０
円

申
込
方
法

４
月
２
日
か
ら
直
接
会
場
で
受

け
付
け
ま
す

問
い
合
わ
せ

那
須
塩
原
ダ
ン
ス
部
事
務
局

（
閑
林
）

�（
３６
）４
７
１
１

「
こ
い
の
ぼ
り
」
を

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

板
室
温
泉
の
春
の
風
物
詩
と
な

っ
て
い
る
約
１
０
０
匹
の
「
こ
い

の
ぼ
り
」
が
、
今
年
も
４
月
中
旬

か
ら
板
室
健
康
の
ゆ
グ
リ
ー
ン
グ

リ
ー
ン
脇
の
那
珂
川
上
空
に
飾
り

つ
け
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
庭
で
使
っ
て
い
な

い
「
こ
い
の
ぼ
り
」
が
あ
り
ま
し

た
ら
ぜ
ひ
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
商
工
観
光
課�（

６２
）７
１
５
６

研
修
会
・
講
座
・
試
験

訪
問
看
護
員
養
成
研
修

（
２
級
課
程
）

と

き
５
月
８
日
�
〜
１２
月
２５
日
�

（
全
１７
回
）

※
１
３
０
時
間
（
講
義
５８
時
間
、

実
技
講
習
４２
時
間
、
実
習
３０
時

間
）

と
こ
ろ

・
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
宇
都
宮
市
）

・
栃
木
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
市
）

対

象

県
内
の
母
子
家
庭
の
母

お
よ
び
寡
婦
で
、
全
課
程
受
講

で
き
る
人

定

員

各
会
場
３０
人

受
講
料

教
材
費
（
８
０
０
０
円
程
度
）、

実
習
時
の
健
康
診
断
書
料
が
必

要
で
す

申
込
期
限

４
月
８
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

栃
木
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

�
０
２
８（
６
２
２
）４
５
２
４

平
成
２３
年
度

１
・
２
級
建
設
機
械

施
工
技
術
検
定
試
験

と

き
学
科
試
験

６
月
１９
日
�

※
実
地
試
験
の
日
程
は
、
学
科
試

験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

対

象
建
設
機
械
操
作
施
工
に
従
事
し

て
い
る
人

受
験
料
（
学
科
）

１
・
２
級
と
も
１
万
１
０
０
円

※
２
級
は
種
別
ご
と
に
な
り
ま
す
。

※
実
地
試
験
は
別
途
受
験
料
が
必

要
で
す
。

申
込
期
間

３
月
１１
日
�
〜
４
月
８
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

�
日
本
建
設
機
械
化
協
会

�
０
３（
３
４
３
３
）６
１
４
１

平成23年 3月 5日号１７

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



交
通
安
全
教
室
を

受
講
し
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
交
通
安
全
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
栃
木
県
は
１０
万
人
当
た

り
の
交
通
事
故
死
亡
者
数
が
全
国

ワ
ー
ス
ト
１
位
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
悲
惨
な
交
通
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
交
通
安
全
に
つ

い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

と
き
・
と
こ
ろ

月
〜
金
曜
（
祝
日
・
年
末
年
始

除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
の
中
か

ら
１
時
間
程
度

※
開
催
日
時
や
場
所
は
、
受
講
団

体
と
講
師（
交
通
教
育
指
導
員
）

で
打
ち
合
わ
せ
の
上
、
決
定
し

ま
す
。

※
会
場
の
準
備
は
、
受
講
団
体
で

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

対

象
自
治
会
、
高
齢
者
学
級
、
婦
人

学
級
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団

体
、
事
業
所
な
ど

内

容

・
交
通
安
全
等
に
関
す
る
講
話

（
高
齢
者
向
け
・
飲
酒
運
転
・

振
り
込
め
詐
欺
・
防
犯
な
ど
）

・
交
通
安
全
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞

ほ
か

受
講
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
生
活
課

�（
６２
）７
１
２
７

催
し

塩
原
温
泉

観
光
マ
イ
ス
タ
ー
学
院

一
般
公
開
講
座

と

き
３
月
27
日
�

午
後
１
時

と
こ
ろ

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
塩
原

内

容

ぐ
じ
ょ
う
は
ん
り
ょ
う
そ
う
た
い

・
講
演
「
塩
原
と
郡
上
藩
凌
霜
隊

ぼ
し
ん

戊
辰
戦
争
の
歴
史
的
側
面
」

・
講
師

高
橋
教
雄
氏

ぐ
じ
ょ
う

し

（
岐
阜
県
郡
上
市
だ
い
じ
ょ
う

じ

大
乗
寺
住
職
）

参
加
費

無
料

申
込
期
限

３
月
25
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■塩
産
業
観
光
建
設
課

�（
32
）２
９
１
４

FAX（
32
）３
８
８
６

●1月の火災と救急●
火災のテレフォンサービス
�0180－992009 （黒磯地区）
�（22）0119 （西那須野・塩原地区）

◎火災…建物 6件・林野 1件・その他 4件
平成22年の累計11件

◎救急…交通 36件・急病236件・その他109件
平成22年の累計381件

問い合わせ
黒磯那須消防組合消防本部 �（62）0864
西那須野分署 �（36）2300
塩原分署 �（32）2949

2011．3．5 スタート

塩原温泉まちめぐり案内
の～んびり堪能して、心も身体もリフレッシュ！
塩原温泉をこよなく愛する“まちめぐり案内人”が楽しく、

親切丁寧にご案内します。

塩原温泉まちめぐりツアー

実 施 日 3 月から11月までの土・日曜
出発時間 午前 9時30分、午後 1時（ 1日 2回実施）
所要時間 2 時間
コ ー ス 塩原温泉街
出 発 地 塩原温泉まちめぐり案内所

（塩原温泉バスターミナル）
受付時間 出発10分前までに、直接出発地に来てください
料 金 大人500円、子ども300円
定 員 1 回当たり10人（最小催行人数 1人）

※悪天候により中止する場合があります。
問い合わせ 塩原温泉観光協会 �（32）4000

豊富で多彩な温泉

土地の人とのふれあい

多くの文豪を虜にした風光明媚

１８平成23年 3月 5日号



※すべてのイベントに「塩原温泉宿泊ハイキングパック」（温泉宿泊＋ハイキング）を付けることができま
す。このパックを利用すると、ビジターセンターのイベント（上記）に半額の料金で参加することがで
きます。詳しくはビジターセンターに問い合わせてください。
※この他にも、 2時間程度のショートプログラムもありますので、
詳しくは塩原温泉ビジターセンターに問い合わせてください。
①ネイチャーウオーク大沼公園（4～11・1月、各月1回）
②遊歩道自然散策イベント（4～11月、第1・3の土・日曜）
その他
①すべて予約制のため、定員になり次第締め切りとなります。
②予約をキャンセルする場合は 1週間前までに連絡してください。
※1週間を過ぎるとキャンセル料として、参加費の半額、当日キャ
ンセルの場合は全額を負担となります。
③スケジュールやコースは変更・中止になる場合があります。
④イベントについては最低限の保険に加入をしていますが、参加
中のけがについては、自身の責任のもと参加してください。
詳しい資料は、市の公共施設（公民館など）や観光施設に設置してあります（ 3月上旬に設置予定）。
申し込み・問い合わせ
塩原温泉ビジターセンター �／FAX（32）３０５０ info@shiobara-vc.jp

◆ ◆ 図書館だより ◆ ◆
図書館職員おすすめの絵本・児童書の

ブックリストを作成しました

図書館では、図書館職員おすすめの絵本・児童書のブックリストを作成
しました。
リストは市内図書館、公民館で配布していますので、本を選ぶ際などに

ぜひ利用してください。
◆リストの種類

次の年齢層ごとに分け、全 6種類作成しました。
①乳児向け ②幼児向け ③小学校低学年向け
④小学校中学年向け ⑤小学校高学年向け ⑥中学生向け

◆リストの内容

年齢層ごとに24冊ずつ「おすすめの絵本・児童書」の紹介を行っています。
なお、リストは年齢層ごとに色分けして印刷してあります。

問い合わせ

西那須野図書館 �（36）6001 黒磯図書館 �（63）9031 塩原図書館 �（35）2006

23年度 塩原温泉ビジターセンターイベント情報（4～6月分）
知るほどに好きになる塩原の自然…。温泉にゆっくり宿泊しながら、参加してみてはいかがですか。

申込開始日

3 月14日�

4 月18日�

5 月 9 日�

定員

各
35人

参加費

1,000円
※パック
利用者
は半額

内 容

もえぎ色に染まる渓谷
…初春の花紀行
新緑と春の花々が咲き
誇る若見山で初春を満喫
新緑の自然研究路をロ
ングハイキング！
古道を訪ねて…
深山の花紀行
温泉郷の里山を訪ねて
…初夏の花紀行

場 所

塩原渓谷歩道

若見山

塩原自然研究路

尾頭峠、旧会津西街道

安戸山山麓
※アグリパル塩原集合。

期 日

4 月16日�
午前9時～午後3時
4月23日�
午前9時～午後3時
5月21日�
午前9時～午後3時
5月26日�
午前9時～午後3時
6 月 4日�
午前9時～午後3時

イベント名

箒川渓谷
お花見ウオーク
芽吹きの森
ウオーク
新緑の森
ウオーク
新緑の森
トレールウオーク
初夏の森
ウオーク

№

1

2

3

4

5

塩原温泉宿泊ハイキングパック料金

※上記料金は 1人分の料金で、入湯税・
消費税を含みます。
（原則 2人以上で申し込んでください）
※ 1人で宿泊参加を希望する場合は、追
加料金がかかりますので、宿泊施設に
問い合わせてください。

※ 2日目の昼食がつきます。
※車で参加をしていない人のみ、宿泊先
からビジターセンターまでの送迎あり。

Ｃ

13,800円

15,900円

Ｂ

10,650円

12,750円

Ａ

7,500円

9,600円

1泊 2日

平日料金

土・休日前料金

リストの内容は、毎年更新して
いく予定です。

平成23年 3月 5日号１９

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



那
須
野
が
原
博
物
館
で
は
、

西
那
須
野
町
郷
土
資
料
館
開

館
以
前
の
昭
和
４０
年
代
か
ら
、

民
具
と
呼
ば
れ
る
民
俗
資
料

を
収
集
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
合
併
に
よ
り
黒

磯
郷
土
館
と
関
谷
郷
土
資
料

館
の
民
俗
関
係
の
資
料
も
収

蔵
し
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん
全

国
的
に
も
有
数
の
収
蔵
館
と

な
り
、
資
料
点
数
と
し
て
は

約
４
７
０
０
点
を
収
蔵
し
て

い
ま
す
。

民
俗
資
料
と
は
、
か
つ
て
の
私

た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
使
わ
れ
た

道
具
・
用
具
で
す
。
こ
れ
ら
は
庶

民
の
生
活
を
知
る
上
で
貴
重
な
も

の
な
の
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
衣
食
住

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
し
ま

す
。
衣
食
住
は
、
私
た
ち
が
生
活

す
る
中
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
、
そ
の
民
具
も
多
岐
に

渡
っ
て
い
ま
す
。

衣
服
は
、
右
上
の
子
ど
も
の
綿

入
り
の
ハ
ン
コ
を
は
じ
め
、「
ハ

レ
」
と
「
ケ
」
の
服
と
し
て
、
い

わ
ゆ
る
晴
着
と
日
常
の
仕
事
着
が

あ
り
ま
す
。
衣
服
の
中
に
は
髪
飾

り
と
し
て
の
コ
ウ
ガ
イ
や
カ
ン
ザ

シ
が
あ
り
、
足
に
履
く
も
の
と
し

て
ワ
ラ
ジ
・
ゾ
ウ
リ
・
雪
グ
ツ
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
箱
枕
・

湯
タ
ン
ポ
・
コ
テ
・
ヒ
ノ
シ
・
炭

火
ア
イ
ロ
ン
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

食
事
関
係
で
は
、
鍋
・
釜
を
は

じ
め
と
し
て
、
ご
飯
を
オ
ヒ
ツ
に

入
れ
て
保
温
す
る
イ
チ
コ
や
水

桶
・
水
ガ
メ
・
コ
ネ
鉢
・
鉄
ビ
ン
・

樽
・
枡
類
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

住
居
の
内
外
で
使
わ
れ
た
も
の

と
し
て
は
、
タ
ン
ス
や
長
持
・
火

鉢
・
ア
ン
カ
・
ハ
エ
ト
リ
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

現
在
、
民
具
か
ら
見
た
企
画
展

「
昭
和
の
く
ら
し
」
を
、
４
月
１７

日
�
ま
で
開
催
中
で
す
。
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「
編
集
後
記
」

▼
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
花
の
便
り

が
聞
こ
え
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

本
市
も
黒
磯
公
園
や
烏
ヶ
森
公
園

の
サ
ク
ラ
、
東
那
須
野
公
園
の
ス

イ
セ
ン
な
ど
春
の
花
の
ス
ポ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
暖
か
さ

に
誘
わ
れ
て
出
か
け
て
み
て
は
○小

▼
博
物
館
な
ど
市
内
各
所
の
施
設

で
「
つ
る
し
雛
」
の
展
示
が
あ
っ

た
。
女
の
子
の
厄
除
け
や
健
や
か

な
成
長
祈
願
な
ど
、
一
つ
一
つ
形

に
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
一
針

一
針
丁
寧
に
縫
わ
れ
た
雛
た
ち
を

見
る
と
、
家
庭
で
受
け
継
が
れ
る

行
事
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。

○戸

▼
よ
う
や
く
雪
の
季
節
が
終
わ
り
、

暖
か
な
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
毎
年
ス
ギ

花
粉
が
た
く
さ
ん
飛
ぶ
ん
で
す
よ

ね
。
家
の
窓
か
ら
見
え
る
杉
の
木

の
枝
に
は
、
今
年
も
た
わ
わ
に
つ

ぼ
み
が
つ
い
て
い
て
、
つ
い
つ
い

千
歯
扱
き
で
つ
ぼ
み
を
そ
ぎ
落
と

し
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
○興

▼
昨
年
那
須
野
が
原
博
物
館
を
特

集
し
た
８
月
５
日
号
の
広
報
が
、

栃
木
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
特
集
を

始
め
て
約
１
年
。
特
集
し
た
い
題

材
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
を
編
集
す
る
腕
は
ま
だ
ま
だ
。

多
く
の
人
に
那
須
塩
原
市
の
魅
力

を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
魅
力
あ
る

紙
面
作
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。�鎌

Vol.11

庶民の暮らしをたどる
衣食住の民具

ハンコ

住居に関係した道具類

食事の道具類
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